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地域で受けられる、身近で安心な
呼吸器外科手術

（おおしお まゆみ）呼吸器外科　医長　大塩 麻友美

Topic
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南京都病院の手術と診療体制について聞きました

「手術」と聞くと、不安を感じる方は少なくありません。当院では、患者さんの

体力や生活状況、ご希望を踏まえ、検査から治療、術後の回復まで支えてい

ます。今回は、呼吸器外科手術の内容や痛みを抑える工夫、相談しやすい体

制について、大塩呼吸器外科医長に伺いました。

健診で見つかる病気

●   手術が必要になる方は、どのようなきっかけで受診されますか？

　肺がんなどは、症状が出る前に健診や胸部レント

ゲン検査で見つかることがあります。異常を指摘された

ら、まずCT検査で影の大きさや形、変化を確認します。

炎症による一時的な影のこともありますが、影が残る、

大きくなる、形が気になる場合は、追加検査や手術の

必要性を検討します。影が見つかっても、すぐ手術が決

まるわけではありません。検査結果や症状を確認しなが

ら、経過観察でよいか、早めに対応すべきか判断します。

主な手術

●   当院ではどのような手術を行っていますか？
　主な手術は、肺がん、気胸、縦隔腫瘍などです。肺がんでは影の性質や位置、体力を確認し、切除範囲を

検討します。気胸は胸の痛みや息苦しさで受診され、空気漏れが続く場合や再発を繰り返す場合は手術を考

えます。縦隔腫瘍は胸の中央付近にできる腫瘍で、症状がなくてもCT検査で見つかることがあります。また、胃

瘻造設や中心静脈栄養カテーテルの埋め込みなど、病状や生活状況に応じた処置にも対応しています。
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治療の選択肢

　退院後の過ごし方は、手術内容や体力、仕事内容によって変わ

ります。事務作業など負担が少ない仕事であれば比較的早く戻れる

場合もありますが、重い物を持つ仕事や激しい運動は段階的に再開

します。1か月程度は無理をせず、散歩など軽い活動から体を慣らし

ていくことをお勧めしています。当院の強みは、地域の病院として身

近で相談しやすく、必要な検査や説明をできるだけ効率よく進め

られることです。通院負担を減らしながら、検査、手術、リハビリ、

痛みへの配慮まで一体的に支えています。

治療の選択肢

●   手術を勧めるのはどのような場合ですか？
　治療方法は、病気の種類や進行度、全身状態によって異なり

ます。放射線治療や薬物療法が選択肢になる場合もありますが、

手術には病変を取り除くだけでなく、組織を調べて診断や今後の

治療につなげる役割があります。一方で、肺や心臓の機能、年

齢、持病、ご本人の希望によっては、手術以外が望ましい場合も

あります。手術ありきではなく、利点と負担を説明し、納得して選ん

でいただくことを大切にしています。

胸腔鏡手術の特徴

●   当院の手術の特徴を教えてください。

痛みと不安への対応

●   術後の痛みや安全面への対応はどうされていますか？

　肺の手術では胸腔鏡を用いることが多く、傷を小さくして体への負担を抑えています。回復も比較的早く、

状態によっては1週間から10日程度で退院される方もいます。当院では術前から体の状態を確認し、術後は

早期歩行などリハビリテーションにも力を入れています。呼吸状態を見

ながら無理のない範囲で体を動かし、多職種で回復を支えています。

　手術前には合併症やリスクを説明し、同意を得たうえで手術を行い

ます。痛みに対しては、全身麻酔に加え、必要に応じて硬膜外麻酔を

併用します。硬膜外麻酔は背中から細い管を入れ、胸の周辺に痛み止

めを持続的に効かせる方法で、術後の痛みを軽くし、深呼吸や歩行、リハビリを進めやすくします。痛みには個

人差がありますが、術後の痛みについて強い訴えをされる方はほとんどいません。また、手術室の看護師が術

前に訪問し、当日の流れや術後の管などを説明して、不安の軽減に努めています。

退院後と当院の強み

●   退院後の生活や、当院の強みを教えてください。

2

南京都病院だより　No.84



　外科と聞くと「すぐ手術」と心配される方もいますが、決してそうではありません。検査結果や症状を確認し、

手術が必要か、他の治療方法があるかを一緒に考えます。急いで対応した方がよい場合も、経過を見てもよ

い場合もあります。仕事や家庭の事情も含めて相談しながら決めていきますので、気になる症状や健診での指

摘があれば、お気軽にご相談いただければと思います。

手術室看護師からのメッセージ
　手術を受ける患者さんの多くは、不安や緊張を抱えておられます。

　当院では、手術室看護師が術前から術後まで継続して関わり、安心して手術に臨

めるよう支援しています。外来や検査の段階から関わることで、患者さんとの距離が

近く、顔の見える関係づくりを大切にしています。手術当日は、緊張が少しでも和らぐ

よう、声かけや丁寧な対応を心がけています。

　これからも患者さん一人ひとりに寄り添い、安心につながる看護を提供していきます。

実際に手術を受けられた患者さんの感想

先生や看護師さんが近くで支えてくれているという安心感
　手術を受ける前は、手術室へ向かうまでの流れや手術そのものに不安がありましたが、病室を出る時から担当の看

護師さんがそばについてくださり、とても心強く感じました。手術室への移動や準備の場面でも、落ち着いた対応や自

然な声かけをしていただいたことで、緊張が少しずつ和らいでいきました。手術後も大きなつらさは少なく、先生や看護

師さんが近くで支えてくださっているような安心感がありました。特に先生の声かけは自然体で、

声を聞くだけで元気が出て安心できました。これから手術を受けられる方も、不安なことが

あれば遠慮なく相談し、安心して手術に臨んでほしいと思います。（７０代女性）

術前術後の丁寧な対応と説明
　手術前は全身麻酔への不安がありましたが、術前検査を丁寧に行っていただき、安心して手術に臨むことができました。

　手術前後は、医師、看護師、栄養士、リハビリスタッフなど多くの方が明るく丁寧に声をかけてくださり、不安が和

らぎました。術後もリハビリの見通しなどを具体的に説明していただき、今後の経過をイメージできたことで安心できま

した。不安なことや気になることは、遠慮せずに伝えることで、きちんと受け止めてもらえ、安心して治療を受けられると

感じました。（６０代女性）

遠慮せず先生に質問することをおすすめします
　先生から、手術によって気胸の再発率が大きく下がることを分かりやすく説明していただき、

迷わず手術を受けることができました。手術前は少し心配もありましたが、強い怖さはありませんでした。

　これから手術を受ける方には、不安なことがあれば、遠慮せず先生に質問することをおすすめします。

どんなことでも、きちんと答えてもらえると思います。（１０代男性（高校生））

〈父親の感想〉

　身近に気胸を経験した方がいたこともあり、手術を受けることへの大きな不安はありませんでした。先生が本人にも

分かるよう丁寧に説明してくださり、明るく元気な雰囲気にも安心感があり、信頼してお任せすることができました。

　先生は子どもにも親にも時間をかけて丁寧に説明してくださり、手術前に本人が痛みや不安で眠れなかったときに

は、看護師さんが親身になって話を聞いてくださったことで安心して眠ることができ、入院中も看護スタッフの皆さんに

寄り添った提案や声かけをしていただき、とても心強く感じました。

まずはご相談を

●   受診を迷っている方へメッセージをお願いします。
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